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『PBBの自動装着』

『トーイングトラクターの自動運転』
『空港内外バスの自動運転』 『リモコン式航空機牽引機器の活用』

『ロボットスーツの活用』『手荷物の自動積み付け』

ありたい姿

「安全性の向上」・「作業負荷軽減」・「脱専門化」・「確実性・精度の向上」 ⇒ 結果としての省力・省人化

人と技術の役割が大胆に見直され、デジタル化・機械化が進むことで、一つひとつの作業品質が安定するととも
に、人の役割がより高度なものにシフトしている状態。

期待される効果

エアサイド業務のSimple & Smart化の実現 ～より少ない労力と人数で、誰にとっても簡単で働きやすい職場の実現～目指すもの

誰でも安全かつ簡単に装着ができる技
術が実装されている状態。
遠隔から複数の操作が可能となる管理
システムが具現化された状態。

スタッフの作業負荷が低減され、労働安
全が確保されることで、誰もが働きやすく
魅力ある職場環境が実現している状
態。

人とロボット技術の役割分担を通じて、
お客様の手荷物をコンテナへ搭載する業
務が安全かつ効率的に実現できる状
態。

熟練した技術を伴わず、誰
でも安全かつ簡単に、航空
機のプッシュバック・トーイング
業務を担える状態。

自動走行技術の活用を通
じて、定型反復型業務であ
る、バス・コンテナ牽引車両
の運転業務から、人の役割
が解放されている状態。

１．ANAグループが目指すもの
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２．リモコン式航空機牽引機器の活用について 2 0 1 9 年 3 月 1 日
全日本空輸株式会社
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＜実証実験の概要＞
目的：プッシュバック・トーイング業務の簡単化を実現しているMototok Spacer8600を活用し、以下を検証。
① 現行のプッシュバック業務及びハンガーへのトーイングイン・アウト業務を安全性を確保した上で、円滑に実施できるのか。
② 安全性を担保した上で、業務の作業負荷軽減や教育訓練体制の省力化、オペレーションの効率化が実現できるのか。

期間：2018年9月21日(金)～10月14日(日)
場所：羽田空港 SPOT71/ANA格納庫
（検証内容）
・オペレーションに関する評価：
様々な視点(性能・安全・品質・効率等)から、オペレーションを担うユニットとしての導入可否について評価。

① 製品検証(走行・車体性能) ② ハンドリング検証(安全・品質・作業効率など)
・教育訓練に関する評価：
初めて操作する係員がプッシュバック業務及びハンガーへのトーイングイン・アウト業務の習熟に必要な訓練工数を検証。

①Spacer8600の習熟に最適な訓練工数の評価
②従来の教育訓練工数との比較による省力効果の可能性を評価。



３．トーイングトラクターの自動運転について 2 0 1 9 年 3 月 1 日
全日本空輸株式会社
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＜自動走行テストの概要＞
目的：自動運転技術を実用化することを通じて、決められたルートを反復する単純な手荷物運搬業務から人の役割を解放。

人による業務バラツキを無くすことで、作業品質および安全性を高める。
期間： 2019年3月26日（火）～2019年4月5日（金）
場所：佐賀空港内 貨物上屋前・ランプエリア
（検証内容）
実用化に向けて、様々な状況を想定してテストを行い、安全且つ信頼性の高い自動走行ができるかどうかを確認。
①停止精度
②環境変化に対応した安定走行（雨天、夜間など）
③障害物検知と安全減速停止
④他の手動車両との離合並びに手動車に追い越される際の安全なやり過ごし

連携先：豊田自動織機



2 0 1 9 年 3 月 1 日
全日本空輸株式会社４．イノベーションモデル空港の設定について
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エアサイド業務の将来のありたい姿を社内外に可視化するために、各技術を集約する拠点を設定。（集める）
各技術の集約だけでなく、前後工程との統合検証（つなぐ）や、実際のオペレーション環境に近い擬似的な空間での
実用化検証（試す）を実践する実験場を設定。
Simple & Smartな空港オペレーションを先んじて具体化することで、新しい環境を前提とした人の役割の見直しを図
り、新技術を活用した新たな働き方の構築につなげる。 （新たなモデル構築）

各技術の集約・可視化

一連の工程検証
人の役割の見直し

新技術を活用したSimple & Smartな働き方の検証

イノベーションモデル空港

現場作業を
定量的に可視化

↓
省力化や働き方の
変化を定量的に

評価しながら進める


